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ふりがな      き    しゅんか 

氏 名    奇 春花 

 

1. 学歴 

2005年 ハルビン師範大学 管理科学学科 学士号 取得 

2008年 北海道大学 国際広報メディア研究科 国際広報メディア 修士号 取得 

2011年 北海道大学 教育学院 教育臨床心理学 修士号 取得 

2014年 北海道大学 教育学院 教育臨床心理学 博士課程 （休学中） 

 

2. 職歴・研究歴 

2011年 4月 - 2014年 6月 北海道大学 国際本部 学術専門職員 

2014年 7月 -          一橋大学大学院経済学研究科専任講師 

 

3. 学内教育活動 

A. 担当講義名 

担当講義名（全学） 

1．海外留学スキルトレーニング（冬） 

2．短期海外研修（中国）（冬） 

 

担当講義名（経済学部） 

1．社会科学の学習法（夏） 

 

C. 講義およびゼミナールの指導方針 

社会科学の学習法（夏） 

1．レポートの書き方，プレゼンテーションのやり方など，基礎的なアカデミックスキルの指導を行う。 

2．ディスカッション，グループワーク，チームワーク，アサーショントレーニングなどを行い，受講者の自己理解，

他者理解，自文化理解，他文化理解を深め，社会への適応能力と異文化適応能力を向上させることを目指

す。 

 

4. 主な研究テーマ 

1． 異文化接触が生涯発達に与える影響 

2． 中学校における子ども集団づくり 

 

5. 研究活動 

A. 業績 

（d） その他 

奇 春花，石井 治恵，「北海道大学における留学生ピア・サポート」，JASSO ウェブマガジン「留学交流」2013

年 7月号  

奇 春花，「異文化交流プログラム『ゼンゼミ』実施報告」，北海道大学留学生センター紀要 第 16 号（2012 年
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12月）  

奇 春花，間宮正幸「韓国の青少年自立支援について」；奇 春花「全羅北道青少年相談支援センター調査報

告」，若者自立支援の課題と特別な教育的ニーズに関する総合的研究，平成20年度 - 平成22年度科

学研究費補助金 基盤研究（B）研究成果報告書 

. 

B. 最近の研究活動 

（a） 国内外学会発表（基調報告・招待講演には*） 

「第一回日韓若者（青少年）自立支援検討共同シンポジウム」（於北海道大学）実行委員（2010年 2月） 

「第二回韓日青少年支援政策シンポジウム」（於韓国・全州大学） 韓国語通訳，討論（2010年 8月） 

「第三回日韓若者（青少年）自立支援検討共同シンポジウム」（於北海道大学）実行委員（2011年 2月）  

奇 春花，「中学校における子ども集団づくりに関する研究」，日本生活指導学会 29 回金沢大会 自由研究発

表（2011年） 

 

（b） 国内研究プロジェクト 

若者自立支援の課題と特別な教育的ニーズに関する総合的研究，平成 20 年度～平成 22 年度科学研究費

補助金 基盤研究（B） 研究協力者 

 

6. 学内行政 

学生国際交流専門委員（2014年 7月 - ） 

外国人留学生部会委員（2014年 7月 - ） 

国際教育センター会議委員（2014年 7月 - ） 

国際教育センターアドバイザー会議委員（2014年 7月 - ） 

 

7. 学外活動 

（b） 所属学会および学術活動 

異文化間教育学会 

留学生教育学会 

 

（d） その他 

札幌インターナショナルナイト実行委員・フォーラム委員（2011年 - 2014年） 

 

 

 

 

 

 


